
ビデオ観測でみた２０の流星群 

―――しし座流星群から１２月いっかくじゅう座流星群まで 
MSSonline 

日本流星研究会 小関正広 

 

L. しし座流星群 

輻射点と地心速度 

地心速度の大きい、しし座流星群の輻射点は広が

っていると言われてきたが、ビデオ観測からは輻射

点の広がりは小さいことが確かめられている。輻射

点は上下（南北）方向にやや伸びた形をしているが、

輻射点の密度が中心の 1/10になるのは SonotaCoネッ

トで 0.81 度、GMNで 0.77 度と中心によく密集して

いる。流星体の軌道上で広がりが同じであれば、輻射

点の分散は輻射点の位置が地球向点の方向に近い流

星群ほど小さくなる。基本的に地心速度が大きい流

星群の方が輻射点のひろがりは小さいが、それを考

慮に入れても、しし座流星群の輻射点は密集度が高

い方である。 

回帰分析から推定される速度との差をグラフにす

ると SonotaCoネットもGMNもよく一致しており（図

は GMN のもの）、いずれも正規分布曲線から右側

（Vgが正）に少しずれるが、左側（Vgが負）では

正規分布よりも流星数が多くなっている。同様の現

象が、４月こと座流星群でもみられている。これが高

速の流星に対する測定誤差なのか、流星体の軌道分

布の偏りによるものか、慎重な検討が必要である。 

輻射点と地心速度は右のように推定される。 

活動の変化：活動曲線と年変化 

SonotaCo ネットの方が GMN よりも活動曲線の極

大付近で DR20 の値が大きくなっている。これは年

変化のグラフで見るように、しし座流星群の活動が

低下し続けているためである。しし座流星群の密集

部に近づくと極大付近の DR20が SonotaCoネットの

グラフよりもさらに高くなるものと考えられる。 

年変化のグラフでは、しし座流星群の減少傾向が明らかである。GMNで年間の総流星数に対するしし座流

星群の割合が SonotaCo ネットのものより低いのは、両者の流星を捉える限界等級の違いに関係があるとみら
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れる。しし座流星群は光度比の項で述べるように明るい流星の割合が大きく、暗い流星を多く捉える GMNで

は比率が下がるのであろう。 

発光点と消滅点の高度 

発光点も消滅点も散在流星より高い。図は SonotaCoネットのものであるが、GMNのものもよく一致してい

る。明るい流星では回帰直線より、発光点が高い、また、消滅点が低い流星が目立つ。明るい流星の中には通

常のものより経路の長いものが存在するようである。 

光度比 

散在流星に対する光度分布は左に見るように、き

れいな右下がりとなっている。主要な流星群の中で

は、ペルセウス座流星群に次いで明るい流星の多い

流星群といえる。 

 

M. アンドロメダ座流星群 

輻射点と地心速度 

通常の活動を眼視観測で捉えることは極めて困難

なレベルの出現であり、SonotaCoネット、GMNの観

測でも弱い活動が捉えられているのに過ぎない。輻

射点が一月の活動期間で、うお座からアンドロメダ

座に向けて北に 20度以上も移動する。19世紀の大出

現時の輻射点の位置を目指す移動である。活動期間

全体の輻射点を合わせても SonotaCoネットでは左の

図に見られる程度の輻射点しか得られていない。輻

射点移動を考慮しても、輻射点が南北に伸びている。

GMNでも輻射点は同じ形状である。 

地心速度の標準偏差は、地心速度と直線的な関係

がある。ここで取り上げている 20の流星群の中で最

も地心速度が小さいアンドロメダ座流星群は標準偏

差も最も小さく、SonotaCo ネットで 0.80、GMN で

0.71である。 

輻射点と地心速度の変化は下のようにあらわされ、

流星数が少ないにもかかわらず、SonotaCoネットの結

果と GMNの結果はよく一致している。 

活動の変化：活動曲線と年変化 

DR20によるグラフでs = 245付近の突出部は 2021年の突発出現によるものである。突出部を除いた極大は

s = 230とみられるが、平年の出現は総流星数の 0.1%程度に過ぎないので明瞭ではない。太陽黄経とともに大

出現時の 11月 27日（s = 248付近）に向けて、なだらかに流星数が増加しているようにも見える。一方で、

s = 240付近の小さな上昇のように活動グラフにはいくつかの盛り上がりがあるようにも見える。 
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総流星数に対する割合のグラフも数年周期の変動があるようにも見える。しかし、観測される流星数が少な

いので結論めいたことをいうことはできない。今後の変化に注目する必要がある。 

発光点と消滅点の高度 

ここで取り上げている 20 の流星群の中で発光点、

消滅点ともに、0等の流星で比べると、散在流星との

差が最も大きい。以下では 2021年の突発出現の極大

を捉えている GMN のデータを用いる。発光点で

7.7km、消滅点で 7.3kmそれぞれ高い。また、消滅点

高度でアンドロメダ座流星群のグラフが明るい流星

側で散在流星よりさらに高くなっていることは注目

される。明るい、つまり大きな流星体でも散在流星よ

りも速くより高度で消滅することを意味している。

光度による発光点高度と消滅点高度の差を示したグ

ラフ（左図）により、このことが明らかに示される。 

SonotaCo ネットの発光点はアンドロメダ座流星群、

散在流星ともに GMNのものよりも 2kmほど低く、

アンドロメダ座流星群の場合、SonotaCo ネットが

95.2km、GMNが 97.5kmである。３つの「おうし群」

を除くと最も差が大きくなっている。低速で暗い流

星に対する差と考えられる。 

光度比 

発光点、消滅点にかかわる３つのグラフで見られ

るように観測されたアンドロメダ座流星群の光度は

0等級以下のものが過半であり、明るい流星に乏しい

ことがわかる。また、このことにより、ビデオ観測で

は見落としが多い光度範囲に当たることから、アン

ドロメダ座流星群の光度比を直接求めることはでき

ない。散在流星に対する光度分布でも明るい流星を除いた-1.5<mag<2.5という範囲でしか散在流星に対する光

度分布の傾きを求めることができない。アンドロメダ座流星群は、2021 年の突発出現を含めても、散在流星

よりも明るい流星がやや多いという程度に過ぎない、暗い流星が多いことが示される。SonotaCo ネットの散

在流星に対する光度分布でもこのことが確認できる。 
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N. １１月オリオン座流星群 

輻射点と地心速度 

左下で 6 度の円にかかる輻射点は１２月いっかく

じゅう座流星群(MON)である。写真観測の時代には

NOO と MON の区別は判然としていなかった。

IAUMDCの番号で 0019MON、0250NOOとあるよう

に初期は「いっかくじゅう群」(MON)と一括されてい

た。後で触れるが、光度比また平均光度が示すように

１１月オリオン座流星群の方が暗い流星が多いので、

写真観測の時代には１２月いっかくじゅう座流星群

の一部としかみられていなかったのである。左図に

見られるように明確に区別できるようになったのは

ビデオ観測のおかげである。 

地心速度もともに 41~42km/s で、速度の標準偏差

が 1km/s 程度あり、しかも地心速度が太陽黄経によ

り変化することを考慮すれば両者を区別することは

写真観測にあっても困難であったのである。 

輻射点は右表に示すように、オリオン座上部をか

すめるように移動し、地心速度はかなり変化する。 

活動の変化：活動曲線と年変化 

１１月オリオン座流星群の活動曲線は、おうし座

流星群、ふたご座流星群の存在により、DR20を用い

ることができず、DR15で表すことになる。 

SonotaCoネットも GMNもs = 248付近になだらかな極大があることを示している。ともに活動曲線は非対

称で、極大後の減少が早いことがわかる。活動に明らかな年変化は認められない。 

発光点と消滅点の高度 

１１月オリオン座流星群の発光点高度分布は非常に特殊で、明らかに２つの集団があることがわかる。それ

に対して、消滅点の分布は単一で好対照をなしている。上の図は SonotaCoネットによるものだが、GMNの観
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測でも同じ現象がみられ、以下、この項目は GMNの観測を比較として用いる。 

上の図は仮に高度 98km で二分した場合を示して

いる。左側の図は SonotCo ネットの発光点高度の分

布と同じように２つの集団があることを示し、流星

の光度により発光点高度の変化する様子が発光点が

高い集団と低いものとで異なることをそれぞれの回

帰分析で表したものである。右側の図は発光点高度

が太陽黄経によってどのように変化するかを表した

もので、ここでも２つの集団によって変化の様子が

異なることがわかる。 

しかし、この２つの集団がそれぞれ独立した集団

（別の流星群）ということではないと考えられる。先

に SonotaCo ネットによる輻射点分布を示したが、

GMNの輻射点分布（１１月オリオン座流星群と判定

した中心から 3 度以内の流星に限る）を発光点高度

が 98km以上のもの(high)と以下のもの(low)とに分け

ると左図のようになる。両者の分布に目立った差は

見られない。 

さらに、地心速度についても左図に見られるよう

に発光点高度は二分化している。発光点が違っても、

輻射点分布、地心速度に違いがみられないというこ

とは、発光点の異なる流星体であっても、軌道は同一

であることを意味している。 

太陽黄経による発光点高度の変化のグラフで 98km

以上のものと以下のものとで太陽黄経による分布の

違いがみられなかったが、改めて中心から 3 度以内

の流星について太陽黄経で 3 度幅の移動平均によっ

てあらわした活動曲線を上に示す。ここでも極大はs 

= 248付近にあり、両者の違いはみられない。 

光度比 

１１月オリオン座流星群の散在流星に対する光度
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分布の傾きは、おうし座南流星群(SE)、みずがめ座流星群に次いで３番目に小さく、散在流星の光度分布に

近い。左に示したものは SonotaCoネットのものだが、GMNでも同様で、３番目である。 

光度による発光点高度の違いのグラフで見られるように、発光点高度が低いものの方が暗い流星が多くなる

ようである。GMNのデータによると、平均光度は発光点が 98km以上のものが-0.25であるのに対して、98km

以下のものは-0.08である。 

 

O. うみへび座流星群 

輻射点と地心速度 

輻射点の密度が中心の 1/10 になるのは 1.35 度で、

ほぼ地心速度に見合った広がりということができる。

活動期間が長く、プロキオンのあたりで活動が始ま

り、アルファルド（うみへび座星）の近くまで、ほ

ぼ黄道に並行して輻射点が移動する。これは軌道が

黄道の極を軸に開店していることを意味する。地心

速度の標準偏差もほぼ地心速度に見合った SonotaCo

ネットでは 1.14 である。6 度の円の左上にあるのは

0529EHYである。 

活動の変化：活動曲線と年変化 

活動曲線は SonotaCo ネットのものと GMN でよく一致し、極大後の活動は緩やかに減少する。極大は平均

すればs = 255付近だが、高原状態がs = 250~258の範囲で続き、あまり明瞭ではない。年間の総流星数に対

する割合でみるとうみへび座流星群の活動はSonotaCoネットの16年間の観測でほぼ半減しているとみられ、

今後の推移に注意が必要である。 

なお、C/2023 P1 (Nishimura)がうみへび座流星群の母彗星であると考える向きもあるので、軌道を比較する

と次のようになる。 

 e q i     a 
Nishimura 0.996 0.225 132.5 116.3 66.8 300.6 41.4 57.8 
SonotaCo 0.987 0.274 131.1 117.0 67.0 299.2 42.1 21.3 

GMN 0.986 0.274 131.3 117.0 66.0 298.4 42.0 19.7 

表の(, )は近日点の黄経と黄緯である。軌道半長径(a)が大きく異なるように見えるが、地心速度の観測

誤差の範囲内であろう。その他の要素は非常に似ているが、NMS 同報で佐藤幹哉が指摘されているように、

彗星は地球軌道にあまり近づかない。彗星の近日点方向と軌道半長径を固定して、無理やり地球軌道と交差さ

せるように軌道要素を改変した場合にはs = 256.1で (, , Vg) = (133. -2, 55)となる。かなり、うみへび座流

星群とは異なる数値となり、元の軌道との間で DSH = 0.23となることからも、無理やりの計算であることがわ

かる。活動の年変化から見ても、C/2023 P1 (Nishimura)がうみへび座流星群の母彗星と断定するのは無理であ

ろう。 
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発光点と消滅点の高度 

明るい流星の側で回帰直線よりも消滅点の低い流星が目立つ。これは、おうし座北流星群やふたご座流星群

と共通する特徴である。従って、経路長も明るい流星では回帰直線よりも長くなる傾向がある。逆の言い方を

すると、経路長が眼視観測の領域では短くなると推定され、これがハーバードの写真観測までうみへび座流

星群の存在が気づかれなかった原因かもしれない。消滅点と経路長の図を SonotaCoネットによって示す。 

光度比 

散在流星に対する光度分布の傾きは平凡であり、特別に明るい流星が多いわけではない。うみへび座流星

群に属すると判定したものの平均光度は SonotaCoネットで-1.14、GMNで-0.82であり、ほぼ地心速度に見合

った値である。地心速度が大きくなるほど両者の差は小さくなる傾向があり、これも地心速度に見合っている。 

興味深いのは、うみへび座流星群の平均光度が活動期間の初期から末期まで、SonotaCoネットでも GMNで

も共通して増加していることである。つまり、うみへび座流星群の流星は活動初期に明るいものが多く、末

期では暗いものが多くなるということである。 

 

P. １２月いっかくじゅう座流星群 

輻射点と地心速度 

左の輻射点分布で右上に見えているのは１１月オ

リオン座流星群である。輻射点の分布密度を比べる

と、輻射点密度が中心の 1/10 になるのは、１１月オ

リオン座流星群が 1.99 度であるのに対して、１２月

いっかくじゅう座流星群では 1.16 度と集中度が高い。

この値は SonotaCo ネットのものであるが、GMN で

も同様の結果が得られている。 

太陽黄経 250~260 度の１１月オリオン座流星群と

１２月いっかくじゅう座流星群の両者の極大の期間
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では地心速度がともに 41~42km/s とほぼ等しい。一方、地心速度の標準偏差は前者が 1.14 であるのに対して

後者は 1.05である。GMNではこの差がやや広がる。輻射点密度同様に、１２月いっかくじゅう座流星群より

も１１月オリオン座流星群はやや拡散している。光度比の違いも含めて、１２月いっかくじゅう座流星群の方

がやや若い流星群といえそうである。 

活動の変化：活動曲線と年変化 

１１月オリオン座流星群の場合と同様に周囲の活動の影響を避けるためにDR20ではなくDR15を用いて活

動曲線を表している。観測されている流星数の和は１２月いっかくじゅう座流星群よりも１１月オリオン座

流星群の方が多いものの、極大における DR15の値では逆転して１２月いっかくじゅう座流星群の方が目立つ

存在になる。また、活動曲線の形も１２月いっかくじゅう座流星群では極大前後の変化が大きく、ほぼ対象で

ある。年間の総流星数に対する割合でみると、１２月いっかくじゅう座流星群に年変化は見られないようであ

る。 

発光点と消滅点の高度 

散在流星と比較して、発光点高度も消滅点高度も多くの流星群に共通する一般的な分布をしている。１１月

オリオン座流星群に見られた発光点の二分化はみられないものの、１２月いっかくじゅう座流星群の発光点

の分布は１１月オリオン座流星群の発光点が 98km以上の集団に近い。消滅点は１２月いっかくじゅう座流星

群の方が 2kmほど高い。 

光度比 

散在流星に対する光度分布の傾きが大きく、また、

平均光度は SonotaCoネットによれば-1.04であり、こ

れに対して１１月オリオン座流星群は-0.56 である。

１１月オリオン座流星群に比べると、１２月いっか

くじゅう座流星群は明らかに明るい流星が多いこと

がわかる。これが１２月いっかくじゅう座流星群の

方が写真観測の時代には目立っていた理由である。 
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